
　
冒 頭 、 ホ ク エ ツ 北 関 東 営

業 所 の 藤 田 香 寿 所 長  （

写 真

）

は 、 関 東 プ レ キ ャ ス ト コ ンク リ ー ト 製 品 工 業 会 の 上 石健 太 郎 会 長 の あ い さ つ を 代読 し た 。  「 今 回 の 研 修 は 、プ レ キ ャ ス ト 製 品 の 製 造 工程 や 品 質 な ど の 知 識 を 上 積

み し て い た だ く 内 容 と な って い る 。 製 品 へ の ご 理 解 を深 め て い た だ け れ ば 」 と 話し た 。　
さ ら に 、 同 会 の 会 員 で あ

る 興 建 産 業 ㈱ 営 業 部 の 澤 頭健 司 部 長 （ 北 関 東 営 業 所 所長 ）  、 共 栄 建 材 工 業 ㈱ 営 業部 の 松 﨑 健 吾 課 長 が あ い さつ 。  「 こ の 研 修 を 今 後 に 役立 て て い た だ け れ ば と 思う 」 と 述 べ た 。　
ま ず は コ ン ク リ ー ト 製 品

の 管 理 項 目 や 管 理 方 法 、 プ

レ キ ャ ス ト 化 に つ い て の 講義 を 実 施 。 コ ン ク リ ー ト につ い て の 基 本 的 な 事 項 や 、プ レ キ ャ ス ト 化 に よ る メリ ッ ト な ど を 、 資 料 を 用 いて 説 明 し た 。　
そ の 後 、 ホ ク エ ツ よ り 工

場 の 説 明 を 受 け 、 敷 地 内 の見 学 に 移 っ た 。 工 場 内 を 回り な が ら 、 作 業 工 程 な ど を見 学 。 ホ ク エ ツ の 自 社 製 品の 実 物 を 前 に 、 製 品 の 説 明な ど も 受 け た 。 さ ら に 、 曲げ 強 度 試 験 や 圧 縮 試 験 な どの デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン も見 学 し た 。 参 加 者 は 、 写 真の 撮 影 や 質 問 な ど を し な がら 、 知 識 の 習 得 に 励 ん で いた 。　
今 年 度 か ら 県 の 土 木 部 職

員 に な っ た と い う 参 加 者 は「 初 め て 工 場 に 訪 れ た 。 どの よ う な 製 品 が あ る の か 、ど の よ う な 作 業 工 程 で 作 られ る の か 、 工 場 な ら で は のも の が 見 ら れ た の で 勉 強 にな っ た 」 と 話 し た 。　
見 学 の 後 に は 、 質 疑 応 答

の 時 間 が 設 け ら れ た 。 参 加者 は 、 見 学 を 通 し て 生 じ た製 品 に 関 す る 疑 問 な ど を 投げ か け て い た 。 ま た 、 主 催側 か ら は 「 次 回 の 開 催 へ 活か す た め 、 今 後 の 研 修 内 容へ の 要 望 な ど を 聞 か せ て いた だ け れ ば 」 と の 呼 び か けが あ っ た 。　
閉 会 前 に は 、 藤 田 所 長 が

「 今 回 の 研 修 が 最 後 に な らず 、 少 し 内 容 を 変 え て 、 また 次 の ス テ ッ プ で 行 え れ ばと 思 う 。 我 々 と し て も 、 品質 の 向 上 は 怠 っ て は い け ない と 考 え て い る の で 、 皆 様か ら い た だ い た ご 意 見 も 大事 に し て い き た い 」 と 述 べた 。

の 河 川 改 修 工 事 に 伴 う 「 九重 橋 」 の 拡 幅 ・ 拡 張 の 架 け替 え 工 事 に 携 わ り ま し た 。　
当 時 の 筑 波 研 究 学 園 都 市

は 、 国 の 各 省 庁 の 研 究 機 関の 建 設 や 、 東 大 通 り 、 西 大通 り 、 北 大 通 り 、 南 大 通 りの 建 設 工 事 の 最 盛 期 で した 。 昭 和

5 2年 ～

5 4年 、 茨 城

県 道 路 公 社 に 出 向 し （ 新 大利 根 橋 有 料 道 路 建 設 事 務 所

２ 年 間 、 石 岡 有 料 道 路 建 設事 務 所 １ 年 間 ）  、 た だ た だ工 事 進 捗 に 邁 進 し ま し た 。　
昭 和

5 5年 に は 「 国 際 博 関

連 公 共 事 業 建 設 事 務 所 」 に転 勤 、 科 学 万 博 を 成 功 さ せる た め に 観 客 輸 送 道 路 建 設事 業 に 招 集 さ れ ま し た 。 事務 所 が 発 足 さ れ た 当 初 は 、総 務 部 ・ 用 地 部 ・ 事 業 部 、計

7 1名 の 職 員 で ス タ ー ト し

ま し た 。 最 盛 期 に は 、 １ ００ 名 超 だ っ た と 記 憶 し て いま す 。　
事 務 所 発 足 当 初 は 、 観 客

輸 送 道 路 の 明 確 な 計 画 や 骨格 が 示 さ れ て お ら ず 、 各 土木 事 務 所 （ 土 浦 土 木 、 竜 ケ崎 土 木 、 石 下 土 木 、 下 館 土木 ）  の 主 要 事 業 を 引 き 継 ぎ 、工 事 を 進 め て い ま し た 。　
土 浦 土 木 か ら は 、 土 浦 北

Ｉ Ｃ に ア ク セ ス す る 国 道 １２ ５ 号 都 和 バ イ パ ス 、 桜 土浦 Ｉ Ｃ か ら 学 園 東 大 通 り 間の 国 道 ３ ５ ４ 号 の ４ 車 線化 、 学 園 東 大 通 り の 先 線 ・土 浦 江 戸 崎 線 「 荒 川 沖 跨 線橋 」 や Ｊ Ｒ 荒 川 沖 駅 東 口 まで の ４ 車 線 化 、 谷 田 部 明 野線 （ 現 つ く ば 真 岡 線 ） の ４車 線 化 、 竜 ケ 崎 土 木 か ら は旧 桜 川 村 古 渡 、 小 野 川 に 架か る 国 道 １ ２ ５ 号  「 古 渡 橋 」

　
つ く ば に 半 年 間 で ２ ０ ０ ０ 万 人 の お 客 様 を お 迎

え す る た め の イ ン フ ラ 整 備 を 、 綿 密 な 計 画 と 戦 略の も と 、 組 織 一 丸 と な っ て 努 力 を 積 み 重 ね 成 し 遂げ た お 話 で す 。

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
科
学 万 博 つ く ば  ‘

8 5（ 正

式 名 称 ・ 国 際 科 学 技 術 博 覧会 ） は 、 昭 和

6 0年 （ １ ９ ８

５ 年 ） ３ 月

1 7日 か ら ９ 月

1 6

日 ま で の １ ８ ４ 日 間 に 開 催さ れ ま し た 。　
現 在 の つ く ば 市 御 幸 が 丘

（ 旧 谷 田 部 町 ）  、 つ く ば 西 部工 業 団 地 の 場 所 が 第 １ 会 場　
私 は 昭 和

4 9年 、 茨 城 国 体

開 催 の 年 に 入 庁 し 、 土 浦 土木 事 務 所 に 配 属 さ れ ま した 。 主 に 研 究 学 園 都 市 建 設関 連 で 、 旧 土 浦 岩 井 線 、 旧桜 村 上 ノ 室 を 流 れ る 花 室 川

　
一 方 、 常 磐 自 動 車 道 は 昭

和

5 6年 、 柏 ～ 谷 田 部 イ ン

タ ー 間 が 開 通 と な り 、 科 学万 博 に 合 わ せ 昭 和

6 0年 ２ 月

１ 日 、 日 立 北 イ ン タ ー ま で開 通 と な り ま し た 。 首 都 高速 と の 交 点 、 三 郷 か ら 柏 イン タ ー ま で は 環 境 対 策 と して 半 地 下 形 式 と な り 、 昭 和
6 0年 １ 月

2 4日 に 開 通 と な り

ま し た 。　
東 京 方 面 か ら の 自 動 車 交

通 は ① 谷 田 部 イ ン タ ー と ②谷 和 原 イ ン タ ー 、 ま た 国 道４ ０ ８ 号 （ 牛 久 学 園 通 り ）に 仮 出 口 を 設 け 、 ま た 水 戸方 面 か ら は ③ 桜 土 浦 イ ンタ ー か ら の 誘 導 が 計 画 さ れま し た 。 こ れ ら の イ ン タ ーア ク セ ス 道 路 は 、 道 路 建 設課 が 担 当 し た の で す 。　
① 谷 田 部 イ ン タ ー か ら は

取 手 つ く ば 線 （ イ ン タ ー から 会 場 ま で 約 ６ ㎞ ）　
② 谷 和 原 イ ン タ ー か ら は

国 道 ２ ９ ４ 号 （ イ ン タ ー から 国 道 ３ ５ ４ 号 ま で 約 ８㎞ ）  、 国 道 ３ ５ ４ 号 （ 国 道２ ９ ４ 号 か ら つ く ば 真 岡 線ま で 約 ３ ・ ５ ㎞ ）　
③ 桜 土 浦 イ ン タ ー か ら は

国 道 ３ ５ ４ 号 （ イ ン タ ー から 東 大 通 り ま で 約 １ ㎞ ）　
こ れ ら は 、 い ず れ も 用 地

展 。 期 間 中 の 入 場 者は ２ ０ ３ ３ 万 人 、 一日 平 均

1 0万 人 を 超 え

る 大 き な イ ベ ン ト でし た 。　
道 路 建 設 課 で の ３

年 間 、 私 は こ の 準 備に 大 忙 し で し た 。 鉄道 を 利 用 さ れ る お 客様 に は 、 常 磐 線 に 仮設 の 万 博 中 央 駅 （ 現在 の ひ た ち 野 う し く駅 ） を つ く り 、 会 場ま で の

1 3㎞ を ２ 両 連

結 の ス ー パ ー シ ャ ト

ル バ ス で 対 応 す る 計 画 です 。 こ の た め に 、 供 用 済 みの 学 園 西 大 通 り を 国 道 ３ ５４ 号 か ら 仮 駅 ま で 延 伸 し 、約 ６ ㎞ の ４ 車 線 道 路 を 新 設す る 必 要 が あ り ま し た 。　
ま た 、 土 浦 駅 か ら は 在 来

型 の シ ャ ト ル バ ス を ス ム ーズ に 運 行 さ せ る た め 、 約 ３㎞ の 土 浦 高 架 道 が 計 画 さ れま し た 。  こ れ ら に つ い て は 、都 市 施 設 課 （ 現 ・ 都 市 整 備課 ） が 担 当 し 、 都 市 局 予 算で 実 施 す る こ と に な り ま した 。

取 得 が 伴 う ４ 車 線 道 路 の 新設 ま た は 拡 幅 で す 。 こ の ほか に 、 周 辺 道 路 と し て つ くば 真 岡 線 の 暫 定 ４ 車 線 化（ 約 ７ ㎞ ）  、 土 浦 坂 東 線 の 拡幅 お よ び バ イ パ ス  （ 約 ６ ㎞ ）も 必 要 な 計 画 で す 。 こ れ らの 整 備 を 博 覧 会 の 開 会 ま でに 完 成 さ せ 、 供 用 開 始 さ せる こ と に な っ た の で す 。　
こ れ ら を 実 施 す る た め の

現 地 事 務 所 、 国 際 博 関 連 公共 事 業 建 設 事 務 所 が 土 浦 市下 高 津 に 設 置 さ れ ま し た 。測 量 、 設 計 、 補 償 調 査 、 そ

し て 地 権 者 の 皆 様 の ご 協 力を 得 な が ら の 用 地 買 収 、 終わ っ た と こ ろ か ら の 工 事 。め ま ぐ る し い 工 程 の も と 、四 苦 八 苦 し な が ら も 着 実 に進 め ら れ ま し た 。　
私 た ち 道 路 建 設 課 は 予 算

の 確 保 、 や り く り の た め 、国 と の 協 議 、 財 政 当 局 と の協 議 を 重 ね る 毎 日 で し た 。　
用 地 補 償 は な る べ く 先 行

さ せ る 必 要 が あ る た め 、  「 用地 国 債 」 を で き る だ け 活 用し て 対 応 し ま し た 。 用 地 国債 は 、 国 の 承 認 を も ら い 資

金 調 達 を し 、 用 地 買 収 を 行い 、 次 年 度 か ら の ４ 年 間 で返 済 し て い く 仕 組 み で す 。　
最 終 年 で あ る 昭 和

5 9年 度

の 予 算 で は 、 昭 和

6 0年 度 の

予 算 の 一 部 に つ い て 承 認 をも ら っ て 執 行 す る 、  「 い わゆ る 施 越 」 も 行 い ま し た 。毎 日 の よ う に 事 務 所 と 各 種調 査 、 設 計 や 用 地 取 得 、 工事 の 進 め 方 、 そ れ に ト ラ ブル 対 応 な ど の 打 ち 合 わ せ を行 っ て い ま し た 。 毎 日 毎 日の 残 業 、 日 曜 出 勤 も い と わな い で 頑 張 り ま し た 。　
各 路 線 事 業 認 定 の 手 続 き

は 済 ま せ ま し た が 、 土 地 収用 を 行 っ て い る 余 裕 は あ りま せ ん 。 何 が 何 で も 地 権 者様 の ご 理 解 を い た だ く 他 なか っ た の で す 。 建 設 業 界 の皆 様 に ご 苦 労 を か け な がら 、 工 事 も 急 ピ ッ チ で 進 めら れ ま し た 。 現 地 事 務 所 では 一 致 団 結 、 本 庁 と 出 先 も一 枚 岩 で 頑 張 り ぬ い た の です 。 な ん と か 開 会 式 前 に 全て 完 成 し 、 供 用 開 始 す る こと が で き ま し た 。　
開 会 式 で の 竹 内 藤 男 知 事

の 力 強 い あ い さ つ を 、 み んな で 感 無 量 と な り 、 涙 ぐ みな が ら 聞 い た の が 良 い 思 い出 で す 。 こ の 一 大 イ ベ ン トを 成 功 さ せ 、 茨 城 県 は 大 きく 発 展 し た ん だ な と 、 し みじ み 思 っ て お り ま す 。

い ば ら き の 公 共 事 業い ば ら き の 公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ⑧

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

関 連 道 路 整 備 が 地 域 発 展 の 礎 に

の 架 け 替 え 、 千 葉 竜 ヶ 崎 線利 根 町 工 区 ・ 土 浦 竜 ケ 崎 線馴 馬 工 区 の ４ 車 線 化 、 石 下土 木 か ら は 国 道 ２ ９ ４ 号 、国 道 ３ ５ ４ 号 の ４ 車 線 化 バイ パ ス 工 事 、 下 館 土 木 か らは Ｊ Ｒ 水 戸 線 を 跨 ぐ 国 道 ２９ ４ 号 バ イ パ ス 「 一 本 松 跨線 橋 」 の 建 設 工 事 な ど を 進め て い ま し た 。　
昭 和

5 6年 に 入 り 、 観 客 輸

送 道 路 整 備 路 線 の 骨 格 が 示さ れ ま し た 。 常 磐 線 牛 久 駅と 荒 川 沖 駅 の 中 間 に 仮 設 の万 博 中 央 駅 を 設 け て 、 そ こか ら 大 型 シ ャ ト ル バ ス を 運行 さ せ る た め 、 国 道 ３ ５ ４号 に 接 続 す る 学 園 西 大 通 りま で の 牛 久 学 園 線 の ４ 車 線化 、 常 磐 自 動 車 道 谷 和 原 イン タ ー か ら 国 道 ２ ９ ４ 号 、国 道 ３ ５ ４ 号 ま で の ４ 車 線化 、 谷 田 部 イ ン タ ー か ら 取

手 つ く ば 線 （ サ イ エ ン ス 通り ）  ・ 土 浦 学 園 線 高 架 道 路先 線 の 土 浦 坂 東 線 （ エ キ スポ 通 り ） の 暫 定 ６ 車 線 化 、桜 土 浦 イ ン タ ー か ら は 国 道３ ５ ４ 号 東 大 通 り ま で の ４車 線 化 の 事 業 が ス タ ー ト しま し た 。　
工 事 設 計 、 用 地 測 量 、 用

地 補 償 費 の 算 出 、 各 地 権 者と の 用 地 交 渉 な ど と 並 行 して 工 事 設 計 書 を 作 成 し 、 工事 発 注 を 進 め て ま い り ま した 。 私 は 昭 和

5 5年 当 初 、 東

大 通 り 先 線 の 常 磐 線 を 跨 ぐ
「 荒 川 沖 跨 線 橋 」 ４ 車 線 化

工 事 に 携 わ っ て い ま し た 。そ の 後 は ４ 年 間 、 科 学 万 博会 場 に 隣 接 し て 通 る 土 浦 坂東 線 「 エ キ ス ポ 通 り 」 建 設の 担 当 と な り 、 用 地 買 収 と道 路 工 事 に 全 力 を 傾 け ま した 。　
用 地 交 渉 は 、  「 科 学 万 博 」

と い う 国 家 的 プ ロ ジ ェ ク ト事 業 と い う こ と か ら 、 事 業そ の も の を 真 正 面 か ら 反 対さ れ た 記 憶 は あ り ま せ ん でし た 。 用 地 買 収 で 難 航 し たの は 、 全 面 買 収 の 地 権 者 より 部 分 買 収 で 残 地 が 残 る 地権 者 で し た 。  理 由 の 多 く は 、残 地 の 形 状 、 道 路 か ら の 高

低 差 に よ る 将 来 の 土 地 活 用を 考 え て の こ と が 大 半 で した 。 ま た 、 残 地 面 積 の 少 ない 地 権 者 か ら は 全 面 買 収 の要 望 も あ り ま し た 。　
科 学 万 博 の 開 催 は 、 昭 和6 0年 ３ 月

1 7日 か ら と 決 め ら

れ て い た た め 、 地 権 者 の 要望 や 質 問 ・ 心 配 事 に は 昼 夜を 問 わ ず 、 用 地 部 の 職 員 と一 緒 に 、 我 が こ と の よ う に親 身 に な っ て 話 し 合 い 、 一つ ひ と つ 即 決 し て い き ま した 。　
地 権 者 の 皆 様 方 の ご 理

解 、 ご 協 力 、 ま た 建 設 会 社の た ゆ ま ぬ ご 尽 力 に よ り 無事 に 観 客 輸 送 道 路 を 完 成 させ る こ と が で き 、 感 謝 の 極み で し た 。　
当 時 は 「 こ ん な に 広 い 道

路 が 必 要 な の だ ろ う か 」 と思 い な が ら 工 事 を し て い まし た 。 あ れ か ら 約

4 0年 が 過

ぎ 、 関 連 道 路 の 交 通 イ ン フラ 整 備 が 少 な か ら ず も 、 仮設 の 万 博 中 央 駅 が 常 設 の「 ひ た ち 野 う し く 駅 」 へ 、さ ら に は 「 つ く ば エ ク ス プレ ス （ Ｔ Ｘ ）  」 や 「 圏 央 道 」開 通 と 、 地 域 発 展 の 礎 にな っ た の で は な い か と 自 負し て お り ま す 。

（ 島 津 就 子 ）

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 土 木 部 検 査 指 導 課 首 席 検 査 監
（ 当 時 ・ 国 際 博 関 連 公 共 事 業 建 設 事 務 所 技 師 ）

渡 邊 一 夫 氏 江 畑 慶 二 氏×

と な り ま し た 。 筑 波 研 究 学園 都 市 が 概 成 し 、 筑 波 研 究学 園 都 市 建 設

2 0周 年 の 年

に 、 国 を あ げ て の イ ベ ン トが つ く ば の 地 で 開 か れ た ので す 。  「 人 間 ・ 居 住 ・ 環 境と 科 学 技 術 」 を テ ー マ に 、国 内 の

2 8機 関 、 海 外 か ら

4 7

か 国 と

3 8の 国 際 機 関 が 出

つ く ば を 発 展 さ せ た 一 大 事 業江 畑

　
慶 二 （ え ば た

　
け い じ ）

１ ９ ５ １ 年 ９ 月

1 3日 生 ま れ 。

7 2歳 。

7 4年 ４ 月 に

土 浦 土 木 へ 入 庁 し た 。 ２ ０ ０ ９ 年 に は 県 西 流 域下 水 道 事 務 所 長 、

1 0年 に は 境 工 事 事 務 所 長 を 務

め 、

1 2年 ３ 月 に 検 査 指 導 課 首 席 検 査 監 で 定 年 退

職 。 同 年 ４ 月 か ら は 、 当 時 の 経 験 を 活 か し 、 昱㈱ に 勤 務 し て い る 。
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北 関 東 営 業 所

今 や コ ン ク リ ー ト に 求 め ら れ て い る の は 「 強 度 」 「 耐 久 性 」 と い う 基 本 性

能 だ け で は な く 、 「 美 し さ 」 「 快 適 さ 」 「 楽 し さ 」 「 自 然 と の 調 和 」 と い う 新

し い 要 素 。

ホ ク エ ツ は 、 自 然 環 境 を 損 な わ ず 、 さ ら に 新 し い 環 境 を “ 創 造 ” し て い く

コ ン ク リ ー ト 製 品 の 開 発 に 力 を 入 れ て い ま す 。

例 え ば 、 河 川 や 海 洋 分 野 の 製 品 開 発 。

こ れ ま で の よ う な 構 造 ・ 性 能 を 重 視 し た 製 品 か ら 一 歩 踏 み 出 し 、 河 川 や 海

の 生 態 系 を 豊 か に 育 み つ つ 、 護 岸 の 役 割 も 果 た す 新 し い コ ン セ プ ト 製 品 の

開 発 な ど で す 。

そ の 他 に も 、 交 通 バ リ ア フ リ ー 法 に 基 づ い た 商 品 や 浄 化 機 能 を 持 っ た 商 品

の 開 発 な ど 、 さ ま ざ ま な 環 境 配 慮 型 商 品 の 開 発 に 取 り 組 ん で い ま す 。

河 川 （ バ ン ク ） ／ 「 大 型 ブ ロ ッ ク 」 ＝ 省 力 化 ＋ ス ピ ー ド河 川 （ バ ン ク ） ／ 「 大 型 ブ ロ ッ ク 」 ＝ 省 力 化 ＋ ス ピ ー ド

大 型 張 ブ ロ ッ ク 茨 城 県 単 価 対 応 製 品 ・ 輝 度 明 度 取 得大 型 張 ブ ロ ッ ク 茨 城 県 単 価 対 応 製 品 ・ 輝 度 明 度 取 得

科 学 万 博' 8 5 イ ン フ ラ 整 備 の 思 い 出

　
関 東 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 品 工 業 会 は こ の

ほ ど 、 ㈱ ホ ク エ ツ 関 東 結 城 工 場 （ 結 城 市 新 矢 畑 ３

－

１ ） で ２ ０ ２ ３ 年 度 県 土 木 部 職 員 研 修 （ プ レ キ ャ スト コ ン ク リ ー ト 研 修 ） を ２ 日 間 に 渡 り 開 催 し た 。 県内 全 域 の 出 先 事 務 所 か ら 、 若 手 職 員 を 中 心 に ２ 日 間そ れ ぞ れ

1 0人 ほ ど が 参 加 。  ま ず は 屋 内 で 講 義 を 行 い 、

そ の 後 は 工 場 敷 地 内 の 見 学 を 実 施 し た 。 参 加 者 は 、工 場 で の 研 修 な ら で は の 経 験 を 通 じ 、 学 び を 深 め てい た 。
プ レ キ ャ ス ト の 製 造 工 程 知 識 習 得 へ 工 場 見 学

ホ ク エ ツ関
　 　

東

県 土 木 部 職 員 が 研 修
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